
過疎地（消滅可能性地域）
での取り組み

実施事業者：⽯川県建設業協会

地域連携ネットワーク構築事業



2040年の
若年⼥性(20~39歳)
の増減率(⽇本創⽣会議)

輪島市－66.6％

⽳⽔町－73.3％

珠洲市－71.0％

能登町－81.3％

⼈⼝ 14,631⼈

⼈⼝ 17,576⼈

⼈⼝ 27,205⼈

⼈⼝ 8,793⼈

※人口：2015国調

５０％以下＝消滅可能性



実施事業の計画

○技能者を対象とした研修・訓練事業の実施
・各専⾨⼯事業団体へ教育訓練体制の調査・構築
要請
・県内での教育訓練研修の⽀援

○⼊職促進に資する広報活動
・「建設産業広報リーフレット」の制作・配布（⼯業⾼校等）
・情報交流の場づくり（各業種横断の意⾒交換会：⼊職、
教育、処遇）



⺠間研修のＰＲ
○⺠間独⾃の技能研修のＰＲ
「地元新聞への取材要請」

建設産業新聞平成27年９⽉18⽇掲載→



講習会の実施（その１）
○⽯川県建築組合連合会との連携
｢建築⼤⼯の技能検定準備講習会｣を４回に分けて開催

建築⼤⼯１級 建築⼤⼯２級
試験内容 ⽊造⼩屋組み振れ隅部分の制作 四⽅転び脚⽴の制作

講習（作図） 墨付けの仕⽅について図⾯作成指導

講習（墨付） 墨付けの仕⽅指導

講習（実技） 制作指導

講習（学科） 過去5年分の問題の内容説明と解答指導



講習会の実施（その１）
⽯川県建設業協会として初めて受講費を助成。
受講⽣は11企業から15名。
建築⼤⼯１級 12名、建築⼤⼯２級 3名



講習会の実施（その１）



講習会の実施（その２）
○奥能登総合労働基準協会と初の連携
奥能登は建設業従事者の⼈⼿不⾜や⾼齢化が深刻。
県⽴能登産業技術専⾨校にて、職歴の短い従業者
向けに「職⻑研修」を平成28年1⽉21・22⽇に実施。

北国新聞1⽉20⽇掲載 北国新聞1⽉21⽇掲載



講習会の実施（その２）
⽯川県建設業協会として初めて受講費を助成。
23の企業・団体より41名が参加。
昨年（約20名）から倍増。



講習会の実施（その３）
○奥能登総合労働基準協会と連携
能登産業技術専⾨校において
「型枠⽀保⼯の組⽴て等作業主任者技能研修(座学)」
を平成28年2⽉24⽇25⽇に開催予定。
参加者は30名を⾒込む。
⽯川県建設業協会として初めて受講費を助成。



⼊職促進に資する広報活動
○建設産業広報リーフレットの制作
県下の⼯業⾼校等、
関係先に配布予定。
・カラー、８⾴
（220mm×220mm）
・2,000部

表紙案→



今後の課題
• 継続に必要となる予算の確保

• 国や県との連携強化（地域連携ネットワーク）
〇建設業－国⼟交通省
〇技能検定、能⼒開発－厚⽣労働省
〇産業教育－⽂部科学省・教育委員会

• 会員企業の雇⽤ニーズとの連動⽅法検討


